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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
経
済
活
動
の
形
態
が

変
容
す
る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、『
す
べ
て
の
人
々
を
包
摂
す
る
社
会
』
と
現
実
に
即

し
た
社
会
保
障
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
感
染
予
防
と
両
立
し
な
が
ら
、
地
域
と
の
共
生
に
よ
り
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
生
活
困

窮
者
を
支
え
る
、
と
い
う
難
し
い
対
応
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
は
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
働
き
方
に
お
い
て
は
、
感
染
予
防
に
有
効
な
在
宅
勤
務
に
お
い
て
育
児
介
護
と
仕

事
の
二
重
労
働
、
長
時
間
労
働
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
お
り
、
多
様
な
働
き
方
の
利
点
、

注
意
点
も
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　『w
ith

コ
ロ
ナ
時
代
』
で
新
た
に
生
じ
た
問
題
も
あ
わ
せ
て
各
テ
ー
マ
で
現
状
と
課
題
、

今
後
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。（
次
頁
に
詳
細
案
内
）

『w
ith

コ
ロ
ナ
時
代
』
の
社
会
保
障
と
働
き
方

～
地
域
共
生
社
会
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
～

２
０
２
０
年
度
春
季
労
働
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー

　

当
法
人
常
務
理
事　

笹
尾
達
朗
儀　

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
薬
石
効
な
く�

11
月
24
日
午
後
３
時　

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

　

故
人
生
前
中
は
公
私
に
わ
た
り
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
て　

誠
に

あ
り
が
た
く
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お　

葬
儀
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
遺
族
の
も
と
家
族
葬
に
て
執
り
行
わ
れ�

ま
し
た
の
で
併
せ
て
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

右
略
儀
な
が
ら
書
中
に
て
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

２
０
２
０
年
11
月
30
日

�

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト 

理
事
長　

澤
井　

勝
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第１回　2021・３・10（水）　18：30～20：30
テーマ：「貧困」をどう捉えるかーソーシャルワークの視点から
講　師：中野　加奈子（大谷大学・社会福祉学）
概　要：�ソーシャルワークは、1800年代終盤に誕生してから、常に貧困問

題とともに発展を遂げてきました。貧困を捉える視点も、歴史の中

で様々変化してきました。本講義では、これらの歴史を振り返りな

がら、貧困問題への理解を深めます。また、今日のコロナ禍での貧

困問題の実態と、解決に向けてソーシャルワークがどのような役割

を担うのか、解説します。

第２回　2021・３・17（水）　18：30～20：30
テーマ：権利擁護におけるソーシャルワーク専門職の役割
講　師：�五百木　孝行
　　　　（社会福祉士・一般社団法人へいあん後見福祉ネットワーク代表理事）

概　要：�判断能力の低下した身寄りのない高齢者や障がい者への支援と保護
に対し、成年後見制度はどのように機能しているのか、支援の現場

を通して見えてきた課題を語ります。

第３回　2021・３・24（水）　18：30～20：30
テーマ：�『withコロナ時代』の働き方と公的セーフティネット、社会保険�

労務士の役割

講　師：小林　さゆり（社会保険労務士）
概　要：�コロナ禍で雇用はどうなったのか。働き方はどのように変わったの

か。社会保障はどのように機能したのか。振り返りつつ、これから

の働き方と社会保障について考えます。また、福祉専門職であるソー

シャルワーカーとの協働を視野に入れ、生活安定機能の強化に向け

た社会保険労務士の社会的役割について考えます。

『withコロナ時代』の社会保障と働き方
～地域共生社会とソーシャルワーカーの役割～

２０２０年度春季労働関連法セミナー

主催：公益社団法人 京都勤労者学園（ラボール学園）（https://www.facebook.com/kyoto.labor.gakuen）
　　　認定 NPO 法人あったかサポート（http://attaka-support.org/）
会場：ラボール学園（京都市中京区壬生仙念町30-2ラボール京都３F）
お問い合わせ TEL：075-352-2640（認定 NPO 法人あったかサポート）
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10
月
、
11
月
は
高
等
学
校
５
校
17
コ
マ
、

専
門
学
校
１
校
2
コ
マ
、
大
学
1
校
1
コ
マ

延
べ
１
０
０
４
人
に
出
前
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
第
２
波
、
第
３
波
と
危

ぶ
ま
れ
な
が
ら
も
、
無
事
授
業
が
で
き
、
安

堵
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
の
講
義
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
各
学
校
を
担
当
し

た
講
師
の
感
想
で
す
。

〇
10
月
29
日

　
京
都
府
立
城
南
菱
創
高
校
3
年
人
権
学
習

　
「
働
き
続
け
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い

事
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

が
遭
遇
す
る
労
働
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
を
寸
劇

仕
立
て
に
し
た
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
体
育
館
い
っ
ぱ

い
に
広
が
っ
て
、
間
隔
を
空
け
て
座
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
寸
劇
に
は
担
任
の
先
生
お
二

人
に
も
ご
出
演
い
た
だ
き
、
生
徒
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
見
や
す
い
楽
し
い
授
業
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
重
要
ポ
イ
ン
ト

の
解
説
も
熱
心
に
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
自
分
が
働
く
時
に
は
思
い
出
し
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。�

（
小
林　

さ
ゆ
り
）

〇
11
月
１
日

　
京
都
府
立
朱
雀
高
等
学
校
通
信
科
全
学
年

　
「
働
く
こ
と
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
人
権

の
視
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
寸
劇
と
、
講
義
の
構
成
で
出
前
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
熱
心
に
聴
い
て
授
業
後
に
、

「
寸
劇
を
挟
ん
で
の
解
説
で
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」「
今
後
生
き
て
い
く
上
で
と
て
も

重
要
な
こ
と
を
聞
か
せ
て
頂
い
て
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と

が
で
き
た
め
に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
記

憶
に
残
る
授
業
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
古
賀　

千
恵
子
）

〇
11
月
6
日

　
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
3
年
人
権
学
習

　
「
働
き
続
け
る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
寸
劇
を
行
い
ま
し

た
。
配
役
を
学
校
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

先
生
と
演
劇
部
の
生
徒
さ
ん
が
台
本
を
読
み

こ
ん
で
ア
ド
リ
ブ
を
入
れ
な
が
ら
熱
演
し
て

下
さ
っ
た
の
で
、講
義
も
熱
い
も
の
と
な
り
、

聴
い
て
い
る
生
徒
さ
ん
の
集
中
力
も
増
し
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
寸
劇
を
通
し
て
講
義

を
す
る
事
で
、
生
徒
さ
ん
も
楽
し
ん
で
学
べ

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
、
良
い
授
業
に
な
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。�

（
田
中　

公
朗
）

　

�　
あ
る
京
都
府
立
高
校
に
て
、
人
権

学
習
実
施
後
、
生
徒
さ
ん
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇�

労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
つ
い
て
業
務
災

害
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
通

勤
災
害
に
つ
い
て
は
初
め
て
知
り
、
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
労
働
条
件
通
知
書

は
、
と
て
も
大
切
な
書
類
と
い
う
こ
と
も

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

〇�

今
コ
ロ
ナ
で
仕
事
で
困
っ
て
い
る
人
は

い
っ
ぱ
い
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

雇
用
保
険
に
つ
い
て
は
す
ご
く
勉
強
に

な
っ
た
。

〇�

自
分
で
お
店
を
し
た
り
す
る
時
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
多
い
の
で

し
っ
か
り
学
び
た
い
で
す
。

〇�
私
の
将
来
の
夢
は
ハ
ン
デ
（
障
害
）
の
あ

る
人
の
仕
事
を
す
る
こ
と
な
の
で
、
今
回

の
学
習
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

労
働
に
に
つ
い
て
凄
く
悩
ん
だ
場
合
、
家

族
だ
け
で
な
く
、
相
談
し
よ
う
。

〇�

今
日
の
お
話
に
出
て
き
た
事
が
過
去
に
何

度
も
あ
り
、
そ
の
時
に
知
識
が
あ
れ
ば
対

２
０
２
０
年
度 

労
働
関
連
法
教
育
出
前
授
業
報
告

杉　

原　

純　

子

応
で
き
て
い
た
の
に
と
く
や
し
い
で
す
。

〇�

労
働
に
関
し
た
ら
、
相
談
す
る
場
は
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
そ
こ
に
相
談
を
し
て
行
っ

て
い
く
の
が
正
解
だ
と
思
っ
た
。
働
く
の

は
生
活
や
支
え
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い

く
た
め
に
も
必
要
だ
と
い
う
の
は
社
会
的

に
は
必
要
と
い
う
か
、
基
本
だ
と
思
う
か

ら
労
働
は
大
切
な
こ
と
だ
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。
失
業
し
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

と
い
う
不
満
と
い
う
か
不
安
は
正
直
あ

り
ま
し
た
。
で
す
が
失
業
給
付
な
ど
辞
め

る
理
由
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
と
い
う
と

こ
ろ
が
分
か
っ
て
す
こ
し
安
心
し
た
。
京

都
が
９
０
９
円
以
上
と
い
う
の
が
初
め
て

知
っ
た
。
大
阪
は
や
は
り
高
い
ん
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
仕
事
で
け
が
し
た
ら
労

災
保
険
で
ど
う
に
か
な
る
と
い
う
か
、
守

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

〇�

実
際
働
い
て
い
て
も
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
調
べ
た
ら
も
っ

と
色
ん
な
制
度
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

相
談
先
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
劇
も
一
生
け
ん
め
い
で
よ
か
っ

た
で
す
。
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京
都
府
労
働
相
談
所
の
ご
紹
介

京
都
府
労
働
相
談
所
の
ご
紹
介

京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
人
材
確
保
・
労
働
政
策
課

京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
人
材
確
保
・
労
働
政
策
課  

野
村
野
村  

弥
生
弥
生

　

京
都
府
で
は
、
労
働
に
関
す
る
労
使
双
方

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
京
都
テ
ル
サ

（
京
都
市
南
区
）
内
に
「
京
都
府
労
働
相
談

所
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
の
労
働
相
談
所
は
、
労
働
争
議
が

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
昭
和
31
年
に
、
労
使
紛

争
の
予
防
と
解
決
、
労
使
関
係
の
安
定
を
目

的
に
「
中
小
企
業
労
働
相
談
所
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
労
働
問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

や
悩
み
の
相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
30
年
４
月
に
は
名
称
を
「
京
都
府
労
働

相
談
所
」
に
改
め
ま
し
た
。

○
労
働
相
談
の
実
施
状
況

　

京
都
府
労
働
相
談
所
で
は
、
一
般
相
談

（
月
～
金
、
９
時
～
17
時
）
に
加
え
、
平
日

夜
間
と
土
曜
日
に
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

相
談
を
実
施
し
、
主
に
来
所
と
電
話
で
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
相
談
は
、（
コ
ン
ペ
や
入

札
の
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、）
平
成
20
年

度
の
ス
タ
ー
ト
以
来
継
続
し
て
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
相
談
担

当
の
皆
様
に
は
、
専
門
的
か
つ
わ
か
り
や
す

く
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
専
門
的
な
相
談
が
必
要
な
方

の
た
め
に
、
月
１
回
、
弁
護
士
や
産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
特
別
相
談
を
行
う
と
と
も

に
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
、
来
所
で
の
相
談

が
困
難
な
場
合
等
に
御
利
用
い
た
だ
け
る
Ｗ

Ｅ
Ｂ
相
談
（
予
約
制
）
を
一
般
相
談
に
取
り

入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

○
京
都
府
労
働
相
談
所
の
特
徴

　

労
働
相
談
所
に
は
、
労
働
局
の
相
談
と
異

な
り
、
使
用
者
へ
の
「
助
言
・
指
導
」
等
の

機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
者
一
人
ひ
と

り
の
お
話
を
じ
っ
く
り
と
お
聞
き
し
、
労
働

法
の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
問
題
解
決
に
向

け
て
と
も
に
考
え
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
機

関
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
、
何
度
で

も
継
続
的
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
４
月
か
ら
は
、
ア
ル
バ

イ
ト
先
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
む
学
生
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
相
談
所
内

に
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
相
談
窓
口
」
を
併
設

し
て
い
ま
す
。

○
最
近
の
労
働
相
談
の
件
数
と
傾
向

　

令
和
元
年
度
の
相
談
件
数
は
前
年
度
よ
り

４
８
５
件
（
12
・
9
％
）
増
加
し
て
合
計

４
，２
３
１
件
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新

し
て
い
ま
す
。

  

う
ち
労
働
者
か
ら
の
相
談
件
数
は
４
，

０
７
４
件
（
96
・
3
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

雇
用
形
態
別
で
は
、
正
規
雇
用
労
働
者
か
ら

の
相
談
（
１
，８
４
０
件
）
が
前
年
度
に
比

べ
２
８
３
件
（
18
・
2
％
）
増
加
し
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
等
の
非
正
規
雇
用

労
働
者
か
ら
の
相
談
（
１
，７
９
１
件
）
を

上
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
賃
金
（
休

業
手
当
）
等
に
関
す
る
相
談
や
支
援
制
度

に
つ
い
て
な
ど
様
々
な
問
い
合
せ
が
増
加

し
、
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
４
月
の
相
談
件
数
は

前
年
同
月
比
で
2
・
2
倍
以
上
と
な
り
、
一

般
相
談
に
携
わ
る
相
談
員
の
増
員
を
行
っ
た

ほ
か
、
５
月
の
大
型
連
休
や
年
末
年
始
の
緊

急
開
所
対
応
に
つ
い
て
急
き
ょ
あ
っ
た
か
サ

ポ
ー
ト
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
労
働
相
談
の
内
容

　

令
和
元
年
度
の
相
談
内
容
別
で
は
、
正
規

雇
用
労
働
者
で
は
「
労
働
時
間
、
休
日
・
休

暇
」、
非
正
規
雇
用
労
働
者
で
は
「
職
場
の

京都府労働相談所  京都市南区新町通九条下ル 京都テルサ西館３階

　・電話と来所による相談に応じます。
　・労働者・使用者双方からの相談に応じます。
　　　フリーダイヤル（京都府内限定）
　　　　　　　　　　な や む 　ろー し（労使）
    　 　０１２０－７８６－６０４
　　　フリーダイヤルがつながらない場合は075-661-3253へお電話を
 【相談時間】 　月～金　９時～13時／14時～21時
 　　　　　　　 土　　９時～13時／14時～17時
※来所相談はできるだけ相談時間内に電話でご予約ください。

　相談はすべて無料です。

人
間
関
係
に
関
す
る
こ
と
」
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
正
規
雇
用
労
働
者
、
非
正

規
雇
用
労
働
者
そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
５
位
は
表

の
と
お
り
で
す
。

　

京
都
府
労
働
相
談
所
で
は
、特
に
本
年
度
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
労
使
双
方
か
ら
様
々
な
御
相
談
を
受
け

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
働
く

上
で
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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京都府労働相談所の相談件数等

相談件数の推移

雇用形態別相談内容別件数

（別添） 
  
  労労働働相相談談結結果果  
  
  
○令和元年度の労働相談件数は前年度より485件（12.9％）増加して4,231件となり、過去最
高を更新 

○雇用形態別では、正規雇用労働者からの相談（1,840 件）が前年度に比べ 283 件（18.2％）
増加し、非正規雇用労働者からの相談（1,791件）を上回った 

○相談内容別では、正規では「労働時間、休日・休暇」、非正規では「職場の人間関係に関す
ること」が最も多くなった 

〇うち学生からの相談（174 件）は、アルバイトに関する相談が 162 件、就職に関する相談が
12件であった 

○新型コロナウイルス感染症の影響による相談については、２月末から寄せられるようになり、
３月は相談件数の増加が顕著となった 

  
 

 

１ 相談件数の推移 

上段 件／下段 ％ 

 
※１ 求職活動中の者、雇用形態を把握できなかった者等 

※２ 請負、就労状況を把握できなかった者等 

 

 

                                   
（次頁あり） 

 

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

22,,996688 33,,113300 33,,116600 33,,774466 44,,223311

2,870 3,060 3,063 3,639 4,074

(96.7) (97.8) (96.9) (97.1) (96.3)

1,347 1,355 1,246 1,557 1,840

(45.4) (43.3) (39.4) (41.6) (43.5)

1,138 1,299 1,450 1,671 1,791

(38.3) (41.5) (45.9) (44.6) (42.3)

385 406 367 411 443

(13.0) (13.0) (11.6) (11.0) (10.5)

74 53 64 79 121

(2.5) (1.7) (2.0) (2.1) (2.9)

24 17 33 28 36

(0.8) (0.5) (1.0) (0.7) (0.8)

使用者

その他 ※2

相相談談件件数数

労働者

正　　規

非 正 規

その他 ※1

1,347 

1,355 

1,246 

1,557 

1,840 

1,138 

1,299 

1,450 

1,671 

1,791 

483 

476 

464 

518 

600 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

27年度

28年度

29年度

30年度

元年度

うち正規労働者

うち非正規雇用

その他

4,231

3,160 

3,130 

2,968

（件） 

3,746 

２ 相談内容の推移 

※相談内容別件数については、1件の相談で複数の相談内容がある場合があるため相談件数と一致しない。 

単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない。 

３ 雇用形態別相談内容別件数
正正規規雇雇用用労労働働者者かかららのの相相談談（（上上位位５５項項目目））  

  

（次頁あり）

件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％

3,135 61.6 3,199 61.8 3,220 61.0 3,883 63.0 4,233 62.2

就就業業規規則則

就業規則の作成、周知　等
65 1.3 59 1.1 81 1.5 105 1.7 73 1.1

賃賃金金

賃金未払い、最低賃金　等
569 11.2 601 11.6 568 10.8 736 11.9 876 12.9

労労働働時時間間、、休休日日・・休休暇暇

年次有給休暇、労働時間 等
566 11.1 610 11.8 619 11.7 829 13.5 981 14.4

退退職職、、退退職職金金

退職手続き、退職金未払い 等
578 11.4 553 10.7 605 11.5 684 11.1 685 10.1

労労働働契契約約

契約書不交付、契約内容の変更　等
441 8.7 433 8.4 425 8.0 558 9.1 551 8.1

解解雇雇、、退退職職勧勧奨奨
※使用者からの労働契約解除に関する働きかけ

373 7.3 397 7.7 343 6.5 319 5.2 397 5.8

安安全全衛衛生生

職場環境の整備、安全配慮義務 等
66 1.3 80 1.5 84 1.6 126 2.0 141 2.1

そそのの他他のの労労働働条条件件にに関関すするるこことと

損害賠償、懲戒処分　等
477 9.4 466 9.0 495 9.4 526 8.5 529 7.8

40 0.8 10 0.2 29 0.5 29 0.5 23 0.3

294 5.8 300 5.8 301 5.7 282 4.6 348 5.1

618 12.1 676 13.1 731 13.8 712 11.6 744 10.9

599 11.8 626 12.1 725 13.7 917 14.9 1,074 15.8

402 7.9 365 7.1 276 5.2 340 5.5 385 5.7

5,088 100.0 5,176 100.0 5,282 100.0 6,163 100.0 6,807 100.0

元年度２８年度 ３０年度２７年度

職職場場のの人人間間関関係係にに関関すするるこことと

人間関係、パワーハラスメント　等

２９年度

勤勤労労者者福福祉祉にに関関すするるこことと

労働保険、健康保険・年金　等

合　 計

労労働働組組合合及及びび労労使使関関係係にに関関すするるこことと

組合結成、労使交渉 等

雇雇用用にに関関すするるこことと

雇い止め、配置転換　等

そそのの他他

育児介護休業、男女雇用均等　その他

労労働働条条件件にに関関すするるこことと

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

1 労働時間、休日・休暇 509 職場の人間関係に関すること 440
2 職場の人間関係に関すること 507 労働時間、休日・休暇 412
3 賃金 397 退職、退職金 359
4 退職、退職金 364 賃金 346
5 勤労者福祉に関すること 322 勤労者福祉に関すること 307

令和元年度 平成３０年度

非非正正規規雇雇用用労労働働者者かかららのの相相談談（（上上位位５５項項目目））  

４ 学生からの相談件数（ブラックバイト相談窓口）
内内容容別別件件数数  

属属性性別別件件数数  

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

1 職場の人間関係に関すること 423 職場の人間関係に関すること 393
2 労働時間、休日・休暇 396 労働時間、休日・休暇 360
3 賃金 386 労働契約 351
4 労働契約 349 賃金 322
5 勤労者福祉に関すること 298 勤労者福祉に関すること 304

令和元年度 平成３０年度

順位 相談内容 件数

1 アルバイトに関する相談 162

2 就職に関する相談 12

174計

順位 区分 件数

1 大学生・短大生 152

2 高校生 13

3 専門学校生 5

4 その他（大学院生等） 4

174計
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２ 相談内容の推移 

※相談内容別件数については、1件の相談で複数の相談内容がある場合があるため相談件数と一致しない。

単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない。 

３ 雇用形態別相談内容別件数
正正規規労労働働者者かかららのの相相談談（（上上位位５５項項目目））  

（次頁あり）

件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％

3,135 61.6 3,199 61.8 3,220 61.0 3,883 63.0 4,233 62.2

就就業業規規則則

　就業規則の作成、周知　等
65 1.3 59 1.1 81 1.5 105 1.7 73 1.1

賃賃金金

　賃金未払い、最低賃金　等
569 11.2 601 11.6 568 10.8 736 11.9 876 12.9

労労働働時時間間、、休休日日・・休休暇暇

　年次有給休暇、労働時間　等
566 11.1 610 11.8 619 11.7 829 13.5 981 14.4

退退職職、、退退職職金金

　退職手続き、退職金未払い　等
578 11.4 553 10.7 605 11.5 684 11.1 685 10.1

労労働働契契約約

契約書不交付、契約内容の変更　等
441 8.7 433 8.4 425 8.0 558 9.1 551 8.1

解解雇雇、、退退職職勧勧奨奨
※使用者からの労働契約解除に関する働きかけ

373 7.3 397 7.7 343 6.5 319 5.2 397 5.8

安安全全衛衛生生

　職場環境の整備、安全配慮義務　等
66 1.3 80 1.5 84 1.6 126 2.0 141 2.1

そそのの他他のの労労働働条条件件にに関関すするるこことと

　損害賠償、懲戒処分　等
477 9.4 466 9.0 495 9.4 526 8.5 529 7.8

40 0.8 10 0.2 29 0.5 29 0.5 23 0.3

294 5.8 300 5.8 301 5.7 282 4.6 348 5.1

618 12.1 676 13.1 731 13.8 712 11.6 744 10.9

599 11.8 626 12.1 725 13.7 917 14.9 1,074 15.8

402 7.9 365 7.1 276 5.2 340 5.5 385 5.7

5,088 100.0 5,176 100.0 5,282 100.0 6,163 100.0 6,807 100.0

元年度２８年度 ３０年度２７年度

職職場場のの人人間間関関係係にに関関すするるこことと

　人間関係、パワーハラスメント　等

２９年度

勤勤労労者者福福祉祉にに関関すするるこことと

　労働保険、健康保険・年金　等

合　 　計

労労働働組組合合及及びび労労使使関関係係にに関関すするるこことと

　組合結成、労使交渉　等

雇雇用用にに関関すするるこことと

　雇い止め、配置転換　等

そそのの他他

　育児介護休業、男女雇用均等　その他

労労働働条条件件にに関関すするるこことと

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

1 労働時間、休日・休暇 509 職場の人間関係に関すること 440
2 職場の人間関係に関すること 507 労働時間、休日・休暇 412
3 賃金 397 退職、退職金 359
4 退職、退職金 364 賃金 346
5 勤労者福祉に関すること 322 勤労者福祉に関すること 307

令和元年度 平成３０年度

非非正正規規労労働働者者かかららのの相相談談（（上上位位５５項項目目））  

      
 

 

４ 学生からの相談件数（ブラックバイト相談窓口） 
  内内容容別別件件数数  

     
 
  属属性性別別件件数数  

      
 

 

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

1 職場の人間関係に関すること 423 職場の人間関係に関すること 393
2 労働時間、休日・休暇 396 労働時間、休日・休暇 360
3 賃金 386 労働契約 351
4 労働契約 349 賃金 322
5 勤労者福祉に関すること 298 勤労者福祉に関すること 304

令和元年度 平成３０年度

順位 相談内容 件数

1 アルバイトに関する相談 162

2 就職に関する相談 12

174計

順位 区分 件数

1 大学生・短大生 152

2 高校生 13

3 専門学校生 5

4 その他（大学院生等） 4

174計

非非正正規規労労働働者者かかららのの相相談談（（上上位位５５項項目目））  

      
 

 

４ 学生からの相談件数（ブラックバイト相談窓口） 
  内内容容別別件件数数  

     
 
  属属性性別別件件数数  

      
 

 

順位 相談内容 件数 相談内容 件数

1 職場の人間関係に関すること 423 職場の人間関係に関すること 393
2 労働時間、休日・休暇 396 労働時間、休日・休暇 360
3 賃金 386 労働契約 351
4 労働契約 349 賃金 322
5 勤労者福祉に関すること 298 勤労者福祉に関すること 304

令和元年度 平成３０年度

順位 相談内容 件数

1 アルバイトに関する相談 162

2 就職に関する相談 12

174計

順位 区分 件数

1 大学生・短大生 152

2 高校生 13

3 専門学校生 5

4 その他（大学院生等） 4

174計

相談内容の推移

学生からの相談件数（ブラックバイト相談窓口）
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コ
ロ
ナ
の
感
染
が
始
ま
り
学
校
が
休

校
に
な
っ
て
い
た
3
月
笹
尾
さ
ん
は
原

因
不
明
の
状
態
で
入
院
さ
れ
た
。
そ
れ
か

ら
4
か
月
た
っ
た
7
月
、「
あ
っ
た
か
情

報
誌
の
歳
時
記
を
書
い
て
み
な
い
か
」
と

笹
尾
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
、
ど
う
し
た
も
の

か
と
迷
っ
て
い
る
と
病
院
か
ら
電
話
が

入
り
、「
秋
号
は
ぼ
く
が
書
く
か
ら
、
そ

れ
を
読
ん
で
冬
号
か
ら
と
い
う
の
で
ど

う
？
」
と
最
後
の
一
押
し
の
電
話
が
入
っ

た
。
抗
が
ん
剤
は
投
与
後
数
日
は
ず
い
ぶ

ん
気
分
も
悪
く
大
変
な
の
で
無
理
を
さ

れ
て
は
い
な
い
か
と
気
遣
う
と
「
今
日
は

気
分
が
い
い
ん
だ
よ
。」
と
元
気
な
優
し

い
声
で
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
田
村
さ
ん

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
病
室
で
の
笹
尾
さ

ん
の
写
真
は
、
い
つ
も
の
笑
顔
の
笹
尾
さ

ん
。
秋
号
の
闘
病
記
も
歳
時
記
も
8
月
に

は
完
成
し
て
い
る
と
聞
き
、
き
っ
と
少
し

づ
つ
快
復
さ
れ
る
に
違
い
な
い
と
思
っ

て
い
た
。

　

お
見
舞
い
の
は
が
き
を
緩
和
ケ
ア
病

棟
の
笹
尾
さ
ん
あ
て
に
ポ
ス
ト
に
投
函
し

た
の
は
11
月
24
日
の
朝
。
そ
の
日
の
夕
方
、

訃
報
は
届
い
た
。

　

東
京
勤
務
の
最
後
の
一
年
を
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
務
め
て
い
た
２
０
０
４
年
ご

ろ
、
笹
尾
さ
ん
は
50
代
の
初
め
に
早
期
退
職

を
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

を
社
労
士
・
弁
護
士
・
学
者
・
労
組
・
企

業
・
行
政
等
の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
立
ち
上

げ
ら
れ
た
の
だ
と
7
～
8
年
後
に
知
っ
た
。

　

が
ん
に
罹
っ
た
夫
を
看
送
り
し
ば
ら
く

た
っ
て
豊
中
市
の
あ
る
財
団
の
運
営
を
お

受
け
し
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

あ
っ
た
か
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
さ
れ

た
笹
尾
さ
ん
は
、
ど
ん
な
人
も
「
あ
っ
た
か

な
人
生
」
を
お
く
れ
る
よ
う
に
と
心
か
ら

願
っ
て
お
ら
れ
た
の
だ
。
人
間
性
あ
ふ
れ
る

住
み
や
す
い
社
会
を
い
つ
も
心
に
描
き
な

が
ら
「
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
」
の
す
る
べ
き

こ
と
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
を
あ
の

笹
尾
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

笑
顔
で
実
に
楽
し
そ
う
に
具
体
化
し
て
い

く
人
だ
っ
た
。

　

あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
２
０
０
0
年
代
初
め
は
派
遣
法
の
緩
和

な
ど
で
使
い
捨
て
に
さ
れ
る
非
正
規
労
働

者
が
激
増
し
、
若
者
の
高
い
失
業
率
が
深

刻
に
な
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
若
者
や

女
性
の
失
業
は
そ
の
ま
ま
将
来
の
貧
困
に

つ
な
が
る
深
刻
な
社
会
問
題
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
「
自
己
責
任
」
と
い
う
言
葉
が

90
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
0
年
代
初
め
に

か
け
て
社
会
的
に
頻
繁
に
使
わ
れ
も
す
る

冷
た
い
社
会
に
突
き
進
ん
で
い
た
。
そ
の

時
期
に
笹
尾
さ
ん
は「
労
働
関
連
法
教
育
」

「
社
会
保
障
法
教
育
」
の
2
本
の
柱
で
高

校
生
や
大
学
生
、
失
業
し
た
若
者
や
女

性
・
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
教
育
を
す
る

こ
と
を
具
体
化
す
る
取
り
組
み
を
実
行
に

移
し
、
自
ら
も
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格

を
活
か
し
講
師
を
務
め
あ
っ
た
か
く
、
や

さ
し
く
全
身
で
語
る
魂
の
講
義
を
さ
れ
、

若
い
社
労
士
の
方
々
に
範
を
示
さ
れ
た
。

　

笹
尾
さ
ん
の
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
の
仕

事
か
ら
、
お
人
柄
か
ら
情
熱
か
ら
私
が
い

林
　
　
誠
　
子

た
だ
い
た
も
の
は
計
り
知
れ
な
い
大
き

な
も
の
だ
っ
た
。
あ
の
時
期
に
、
あ
の

労
働
・
社
会
保
障
教
育
と
い
う
視
点
で
、

す
べ
て
の
人
が
あ
っ
た
か
な
人
生
を
送

れ
る
よ
う
に
と
願
い
、
や
さ
し
い
愛
を

こ
め
て
幅
広
く
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
勇

気
づ
け
て
い
た
だ
い
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
合
掌

追
悼
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Ｍ
へ
。
長
谷
川
伸
の
こ
と
を
、
君
は
ど
の

く
ら
い
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
戯
曲
や
小
説

を
少
し
は
か
じ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
思
う

に
文
学
と
か
小
説
に
は
相
性
が
あ
っ
て
、
あ

れ
は
退
屈
で
つ
ま
ら
な
い
と
い
う
人
も
い

れ
ば
、
オ
レ
の
よ
う
に
の
め
り
込
む
や
つ
も

い
る
。
そ
れ
だ
け
文
学
の
懐
は
深
い
と
い
う

こ
と
か
。

　

長
谷
川
伸
に
嵌
っ
て
か
ら
、
こ
の
作
家
が

文
壇
で
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
て
い
る

の
か
気
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
当
た
っ
て
み
て

嬉
し
く
な
っ
た
。映
画
評
論
家
・
佐
藤
忠
男
、

宗
教
学
者
・
山
折
哲
雄
…
。
み
ん
な
深
い
共

感
を
込
め
て
書
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
そ

連
載

当
世
シ
ニ
ア
気
質

Ｍ
と
い
つ
ま
で
も　
（
５
）

オ
レ
は
な
ぜ
長
谷
川
伸
が
好
き
か
（
そ
の
２
）

�

柏
　
倉
　
　
裕

れ
ら
を
で
き
る
だ
け
要
約
し
て
み
る
。

　
越
し
か
た
は
悲
し
く
も

　

ま
ず
は
生
い
立
ち
か
ら
。
長
谷
川
伸
は
明

治
17
年
（
１
８
８
４
年
）
横
浜
生
ま
れ
。
志

賀
直
哉
、
武
者
小
路
実
篤
ら
と
同
年
代
で
、

二
つ
下
に
石
川
啄
木
が
い
る
。

　

父
親
の
放
蕩
が
た
た
っ
て
３
歳
の
と
き
母

が
家
を
出
る
。
小
学
校
も
３
年
で
中
退
。
横

浜
ド
ッ
ク
の
工
事
請
負
人
の
小
僧
を
し
た

り
、
父
が
や
っ
て
い
た
土
木
請
負
業
の
現
場

で
働
い
た
り
で
辛
酸
を
な
め
た
。
漢
字
は
ふ

り
仮
名
の
つ
い
た
新
聞
で
覚
え
た
と
い
う
。

　

二
十
歳
の
と
き
横
浜
で
新
聞
記
者
と
な

り
、
い
つ
し
か
菊
池
寛
の
勧
め
で
小
説
を
書

く
よ
う
に
な
る
。
戯
曲
『
沓
掛
時
次
郎
』
が

昭
和
３
年
、
そ
し
て
『
瞼
の
母
』『
一
本
刀

土
俵
入
』
と
続
く
。
股
旅
も
の
は
時
代
小
説

の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
の
ち
に
自
宅
で
開
い

た
勉
強
会
か
ら
吉
川
英
治
、
山
岡
荘
八
、
池

波
正
太
郎
、
平
岩
弓
枝
ら
が
出
て
い
る
。

　

山
折
哲
雄
は
長
く
勤
め
た
国
際
日
本
文
化

研
究
所
を
辞
め
る
と
き
、
大
方
の
蔵
書
を
処

分
し
た
が
、
二
人
の
全
集
だ
け
は
手
元
に
残

し
た
と
い
う
。『
柳
田
國
男
全
集
』
と
『
長

谷
川
伸
全
集
』。
死
ぬ
ま
で
の
あ
い
だ
じ
っ

く
り
読
み
続
け
、
心
の
糧
に
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
か
ら
だ
。

　

長
谷
川
伸
に
つ
い
て
『
義
理
と
人
情
―
長

谷
川
伸
と
日
本
人
の
こ
こ
ろ
』（
新
潮
選
書
）

の
中
で
こ
う
書
い
て
い
る
。

　

�「
江
戸
時
代
か
ら
続
く
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
世

界
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。
民
俗
社
会
に
深

く
根
づ
い
た
掟
（
モ
ラ
ル
）
に
つ
い
て

も
、
か
ら
だ
で
知
っ
て
い
た
最
後
の
作
家

だ
っ
た
」

　

�「
は
ぐ
れ
者
は
旅
か
ら
旅
の
な
か
で
、
人

恋
し
く
な
っ
て
情
け
に
触
れ
る
。
そ
の
は

ぐ
れ
者
た
ち
が
深
い
人
情
に
触
れ
た
と
き

の
驚
き
と
感
激
、
そ
の
震
え
る
よ
う
な
心

の
ひ
だ
を
描
き
出
す
う
え
で
、
長
谷
川
伸

ほ
ど
の
名
手
は
ほ
か
に
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
」

　

嬉
し
い
じ
ゃ
な
い
か
。
健
さ
ん
が
沓
掛
時

次
郎
を
演
じ
た
ら
、
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。

　

佐
藤
忠
男
は
専
門
の
映
画
評
論
を
超
え

て
、
記
録
文
学
と
し
て
の
長
谷
川
伸
の
仕
事

に
多
く
の
頁
を
割
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
晩

年
に
書
か
れ
た
史
伝
物
の
傑
作
と
い
わ
れ
る

『
日
本
捕
虜
志
』。
序
に
あ
た
る
部
分
に
こ
ん

な
話
が
出
て
来
る
。

　

日
露
戦
争
の
頃
、
中
国
の
駐
屯
地
で
ロ
シ

ア
軍
将
兵
が
捕
虜
に
な
っ
た
。
日
本
軍
の
あ

る
中
隊
で
、
そ
の
捕
虜
を
見
学
す
る
案
が
出

さ
れ
た
と
き
、
金
子
亀
作
と
い
う
一
等
卒
が

こ
う
言
っ
て
断
っ
た
。

�　
「
自
分
は
在
郷
の
と
き
は
職
人
で
あ
り
ま

す
。
軍
服
を
着
た
か
ら
に
は
日
本
の
武
士
で

あ
り
ま
す
。
何
処
の
ど
う
い
う
人
か
知
り
ま

せ
ぬ
が
、
敵
な
が
ら
武
士
で
あ
る
も
の
が
運

拙
く
捕
虜
と
な
っ
て
彼
方
此
方
と
引
廻
さ

れ
、
見
世
物
に
さ
れ
る
こ
と
、
さ
だ
め
て
残

念
至
極
で
あ
り
ま
し
ょ
う
と
察
せ
ら
れ
、
気

の
毒
で
耐
り
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
は
見
学
に

い
っ
て
捕
虜
を
辱
め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　

日
本
人
は
ど
う
し
て
か
く
ま
で
義
侠
な
の

か
、
長
谷
川
伸
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
ら
し

い
。
そ
し
て
戦
争
は
虚
し
き
も
の
、
と
。

　

Ｍ
へ
。
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
き
た
が
、

君
の
長
谷
川
伸
と
の
相
性
が
ほ
ん
の
少
し
オ

レ
の
方
に
な
び
い
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。

　
　
　
　
　
　

※

　
「
あ
っ
た
か
情
報
」
の
笹
尾
編
集
長
が
亡

く
な
っ
た
。
一
人
飲
む
酒
悲
し
く
て
、
映
る

グ
ラ
ス
は
涙
色
…
。
旧
来
の
友
を
失
っ
た
と

き
、
長
谷
川
伸
な
ら
こ
ん
な
ふ
う
に
書
く
ん

だ
ろ
う
か
。　

長谷川 伸（1957年正月）
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先
日
の
前
首
相
の
謝
罪
会
見
を
会
社
の
帰

り
に
ラ
イ
ブ
で
観
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
、

下
向
い
て
、と
ち
っ
た
り
、同
じ
こ
と
を
言
っ

た
り
し
て
ま
し
た
。
誰
か
に
作
っ
て
も
ら
っ

た
文
章
を
読
ん
で
る
の
だ
ろ
う
な
と
分
か
る

よ
う
な
散
々
な
会
見
で
し
た
。

　

自
分
の
言
葉
で
な
い
か
ら
、
そ
う
な
る
の

で
し
ょ
う
。
誰
か
に
段
取
り
し
て
も
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
人
が
、
重
職
に
な
っ
た
の
か

と
、
最
早
、
長
幼
の
序
も
成
り
立
た
な
い
世

界
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
昔
、
秘
書
が
と
言

う
言
い
訳
が
流
行
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
平

気
で
嘘
を
つ
い
て
幕
引
き
を
図
る
な
ん
て
、

正
直
、
子
供
の
教
育
に
悪
い
で
す
。

　

新
し
い
感
染
症
に
対
す
る
対
策
も
、
業
界

団
体
の
強
さ
で
決
ま
る
の
か
と
思
う
よ
う
な

施
策
で
す
。

　

与
党
幹
事
長
が
重
職
に
つ
い
て
い
る
観
光

業
界
は
、
ウ
ィ
ル
ス
が
拡
散
す
る
だ
ろ
う
と

誰
も
が
思
う
施
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。が
、

恩
恵
を
受
け
た
の
は
高
級
ホ
テ
ル
ば
か
り

だ
っ
た
と
か
。
そ
も
そ
も
、
出
す
側
（
旅
行

に
行
く
人
）
に
補
助
金
を
出
す
と
い
う
の
も

本
質
的
に
お
か
し
い
と
は
思
い
ま
す
。
第
三

者
機
関
に
丸
投
げ
し
て
い
る
割
り
に
は
、
ザ

ル
な
制
度
ば
か
り
な
の
も
う
ん
ざ
り
で
す
。

　

本
質
的
に
は
、
出
費
を
減
ら
す
方
で
支
援

を
し
な
い
と
、
受
け
る
側
に
格
差
が
発
生
す

る
と
思
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
以
前

に
、受
け
取
っ
た
も
の
を
返
す
と
言
う
の
は
、

手
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
な
ら
、
受
け
取

ら
な
け
れ
ば
楽
な
は
ず
で
す
。
つ
ま
り
、
大

幅
な
減
税
処
置
。
し
か
し
、
そ
れ
を
し
な
い

の
は
、
手
間
が
発
生
し
な
い
と
天
下
り
先
に

良
い
目
を
さ
せ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、

国
の
為
を
思
っ
て
の
こ
と
で
は
無
い
と
言
う

の
は
昨
年
来
か
ら
報
道
を
見
て
い
れ
ば
理
解

出
来
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

一
部
の
特
殊
な
野
党
を
除
い
て
訴
え
な
い
の

は
、
弱
み
を
握
ら
れ
て
る
の
か
、
若
し
く
は
、

そ
の
恩
恵
に
預
か
っ
て
い
る
か
ら
と
し
か
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
有
権
者
の
２
割
程
度

（
投
票
率
の
半
分
程
度
を
想
定
）
が
頑
強
に

支
持
す
る
が
故
に
続
け
ら
れ
る
訳
で
す
。
支

持
者
の
一
部
は
恩
恵
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

残
り
の
ほ
と
ん
ど
は
踊
ら
さ
れ
て
い
る
の
で

な
い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
も
、
批
判
に
対
し

て
全
否
定
す
る
よ
う
な
過
激
な
反
応
を
さ
れ

る
方
々
が
そ
ち
ら
側
の
方
に
少
な
か
ら
ず
存

在
す
る
と
言
う
の
は
、
き
な
臭
い
話
で
す
。

こ
れ
は
、
テ
ー
ゼ
に
対
し
、
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

が
発
生
し
、
そ
れ
ら
が
ア
ウ
ヘ
ー
ベ
ン
す
る

と
言
う
人
々
の
進
歩
の
道
筋
を
妨
げ
る
も
の

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ラ
ム

独
り
言
（
独
白
）

（
紫
明
精
器
・
代
表
取
締
役
）
椹
木
　
庸
弘

 追悼原稿のお願い 

　日頃は、当法人の活動にご理解とご支援をいただき有難うござい
ます。
　さて、あったか情報編集部では「あったか情報」春号（2021.4.15
発行予定）において、当法人常務理事・故笹尾達朗を偲び、追悼特
集を編集いたします。
　つきましては、これまで笹尾氏と交流がありました皆様から「追悼
の言葉」をご寄稿いただきたくお願い申し上げます。紙面の都合上
制約がございますが、多くの皆さまからのご寄稿をお待ち致します。
　なお、寄稿の要領は下記のとおりです。

記

　　　　　　１．文 字 数：400～600字

　　　　　　２．原稿締切：2021年３月15日（月）

※�ご寄稿いただける方は恐れ入りますが人数を把握させていただき
たく、２月20日（土）までに事務局にFAXまたはメールにてご連絡
ください。
　（FAX：075-352-2646、メール：attaka-support@r6.dion.ne.jp）

お知らせ

　

そ
の
様
な
情
勢
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何

と
か
民
主
主
義
の
灯
を
維
持
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
選
挙
に
は
行
き
ま

す
。
そ
の
権
利
す
ら
無
く
さ
れ
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
ど
こ
か
に
亡
命
す
る
し
か
な
い
で
す

が
。西
隣
の
大
国
は
、ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ

ル
の
１
９
８
４
年
さ
な
が
ら
の
世
界
で
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
自
分
は
今
年
も
努
力

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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会員年会費または寄付金のお願い

ＮＰＯ法人あったかサポートは、「労働と社会保障」に係る市民のコモンセンスづくりを進めます。
当法人の活動へのご理解を賜り、本年度も引き続き年会費または寄付金をお願いします。
　　（１）正会員は、年間１口５、０００円です。個人として総会での議決権を有します。
　　（２）協力会員は、年間１口１０、０００円です。団体としての参加ですから総会での議決権はありません。
　　（３）賛助会員は、年間１口３、０００円ですが、当法人の活動に直接参加できない方のための制度です。
　　　　 従って、総会での議決権はありません。
尚、当会は認定NPO法人です。当会への寄付金や協力会員会費、賛助会費は、寄付金控除にご利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→特定非営利活動法人 あったかサポート

集

編

後

記

五条駅

花屋町通

下珠数屋町通 ●下京渉成小学校

七条通

下京年金事務所●

五条通

渉成園
枳穀邸東

本
願
寺

烏
丸
通

東
洞
院
通

間
之
町
通

河
原
町
通

●
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
５
分

●
京
阪
七
条
駅
か
ら
徒
歩
７
分

京都駅

あったか
サポート
（坂口ビル）

●お問合せ時間　平日／10：00～17：00（土・日・祝日は）休業
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

特定非営利活動法人　あったかサポート事務局

山本賀
しげのり

則（当法人・副理事長）

■ご相談とお問合せ

TEL 075-352-2640　FAX 075-352-2646

HP http://attaka-support.org/
E-mail attaka-support@r6.dion.ne.jp

　

こ
の
一
年
、
ま
さ
か
想
像
だ
に
し
な
か
っ

た
非
連
続
の
悲
劇
的
な
出
来
事
が
二
つ
も
起

こ
り
ま
し
た
。
い
わ
ず
と
知
れ
た
一
つ
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
爆
発
で
す
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
世
界
の
人
々
の
活
動
は

停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
世
界
経
済
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
遥
か
に
凌
ぐ
未
曽
有
の
危

機
に
直
面
し
、
人
々
の
生
活
は
激
変
し
て
い

ま
す
。
一
日
で
も
早
く
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
、
安
心
安
全
な
日
常
を
取
り
戻
す

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
も
う
一
つ
は
笹

当法人に贈呈を頂いた図書を紹介しています

道
幸
哲
也 

著

旬
報
社

太
田
肇 

著

筑
摩
書
房

中
島
光
孝
・
椎
名
み
ゆ
き 

監
修

日
本
加
除
出
版

尾
達
朗
常
務
理
事
の
突
然
と
も
い
え
る
死
去

で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
捨
て
、
あ
っ

た
か
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
一
途
に
活
動

す
る
彼
の
姿
に
魅
せ
ら
れ
て
十
余
年
、
あ
っ

た
か
サ
ポ
ー
ト
の
活
動
を
と
も
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
イ
ベ
ン

ト
の
後
に
は
必
ず
宴
席
を
設
け
、
口
角
泡
を

飛
ば
し
持
論
を
展
開
す
る
顔
が
今
も
浮
か
び

ま
す
。
笹
尾
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
合
掌
！

　

さ
て
、「
あ
っ
た
か
情
報
冬
号
」
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
大
幅
な
遅
延
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
春
号
は
笹
尾
達
朗
さ
ん
の
「
追
悼

特
集
」
を
組
み
ま
す
。
皆
様
の
ご
寄
稿
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

(

山
本
賀
則)


